
 
 
１ 堆肥化の基本６条件とその目安 

条   件 目      安 
① 栄養分は十分あるか ・ふん尿中には十分、栄養分があります。 

② 水分は適当か 
・通気性を確保するために、水分を 60～70％程度に調整します。 
・容積重を 0.5kg/L 程度にするのが目安です。（5L のﾊﾞｹﾂに水分調整   
  後のふん尿を入れ、その重量が 2.5kg になる程度。注：バケツの重さは除く） 

③ 空気は十分に送られているか 
・通気が良くなるよう、ふんわりと堆積します。 
・撹拌または時々切り返しをします。 
・ﾌﾞﾛｱｰにより通気する場合は、50～300L/分･m3が目安です。 

④ 微生物はたくさんいるか ・ふん尿中にはたくさんの微生物がいます。 
⑤ 温度は上昇しているか ・60℃以上で数日間が目安です。 

⑥ 時間をかけているか 
・家畜ふん尿のみの場合は 2 ヶ月、稲ﾜﾗ・ﾓﾐｶﾞﾗなどの植物残  
 さを混合した場合は 3 ヶ月、ｵｶﾞｺ・ﾊﾞｰｸなどの木質資材を混 
 合した場合は 6 ヶ月が目安です。 

 
２ ふん尿の嫌気処理と好気処理の違いによる悪臭の発生状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 悪臭の発生を抑えるには、撹拌や通気を行いふん尿に空気を十分供給し、好気発酵させることが大切

です。 
 
３ 通気の仕方 
  ブロアーによる通気 
   
 
 
 
 
 
 
 ○Ｂはブロアーを示します。 

 
 今回ご紹介した施設等は、基本的な構造やヒントの提案なので、皆さんの利用方法にあ

わせて工夫をしてください。 

 また、低コストな処理方法等の提案もお寄せ下さい。 

・ 堆肥舎の床面からブロアーにより通気することに

より発酵促進が期待できます。無通気と比べ約 30%
程度堆肥化が早く進みますので、堆肥化施設は小さ

くて済みます。 
・ なお、通気は原則として 24 時間連続して行います。

・ 吹出口は→の所に開けます。 
・ 吹出口の穴は直径 6～10mm

程度ととし、50cm 間隔で交互

に開けます。 

参考  堆肥化の基礎 

嫌気処理（撹拌、通気をしない状態） 好気処理（よく撹拌、通気をした状態） 

硫黄化合物 

窒素化合物 

炭素化合物 

硫酸塩 
（無臭） 

ｱﾝﾓﾆｱ 
（悪臭） 

硝酸塩 
（無臭） 

二酸化炭素 
（無臭） 

硫化水素・ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ 
（悪臭） 

ｱﾝﾓﾆｱ 
（悪臭） 

揮発性脂肪酸 
（悪臭） 

二酸化炭素・ﾒ

ﾀﾝ（無臭） 

ふん尿 
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